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1 動機（経緯） 

2018年 9 月に大型台風、24 号・25号が立て続けに襲来し沖縄県の農作物に多大な影響を

与えました。組合員からは被災設備の修繕費や売り上げ減少に伴う運転資金不足など台風

襲来に伴う資金需資が発生し、当組合としては迅速かつ低利な資金提供が求められまし

た。そのため、下記のとおり「2018 年度台風 24号・25 号災害復旧特別支援資金」を創設

しました。 

2 概要 

2018年度台風 24号・25号災害復旧特別支援資金の概要は以下の通りです。 

1 資金使途 

台風 24号・25号の被害により、農業経営の維持安定が困難な農業者に対し、緊急的に必 

要な資金全般。 

2 貸付限度額  3百万円 

3 貸付期間  10 年以内（内据置 3年以内） 

4 貸付金利  0.3％ 

5 担保・保証  原則不要。完済時年齢が 80歳を超える場合は連帯保証人を付する。 

7 取扱期間  2018年 11月 1 日～2019年 4 月 30日までの受付とする。 

3 成果（効果） 
2018年 12月末時点の実績は以下の通りとなりました。 

貸出件数 104件 貸出金額 201百万円 

4 今後の予定 

今後も農家組合員の経営安定に向け、緊急支援資金の取組を強化し、支援していきます。 

本資金は期間限定の一時的なものですが、今後も災害時には状況に応じた対応策を講じま

す。 

 


